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研究成果の概要（和文）： 

 英作文において、部分的に適切な英語表現が思い浮かばないとき、本来言い表したい日本語
表現（単語またはフレーズ）をそのまま入力するだけで、すなわち、日英混在の入力文から、
適切な英語表現を生成してくれる英作文支援システムを開発した。単語レベルでの支援におい
ては最適な文脈による訳語選択手法と大規模で高品質な英語コーパスと超大規模な Web データ
の統合利用手法を提案した。フレーズレベルでの支援においては日本語フレーズを構成する各
単語の訳語候補の組み合わせによる英語フレーズの生成手法と、大規模で高精度な日英対訳表
現抽出手法とそれにより抽出した日英対訳表現を利用した用例ベースに基づく英作文支援手法
を開発した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 English-writing support systems that enable non-native speakers to produce nearly 
perfect English sentences for mixed English-Japanese sentences, in which expressions 
without know translations are simply written in Japanese, have been developed. For 
word-level support, the methods for equivalent selection using optimal contexts and for 
integrated use of the high-quality English corpora and the huge amounts of Web data have 
been proposed. For phrase-level support, the method for English phrase generation using 
the combinations of the candidate translations of the single Japanese words have been 
proposed. Furthermore, the methods for extracting broad-scale, high precision parallel 
translation expressions and the approach based on translation patterns using these 
parallel translation expressions have been proposed.  
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１．研究開始当初の背景 
 高度情報化・グローバル化社会の到来に伴

い英語によるコミュニケーションが益々重
要になってきている今日、あらゆる分野・
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様々な場面で英作文する必要性が高まって
きている。英語を母語としない、初心者から
プロの翻訳者までさまざまなレベルにある
人々にとっては、丸ごと翻訳という、精度が
低いため「使えない」和英翻訳システムより
も、機能が部分的にせよ、「確実に使える」
英作文支援システム（ツール）があったほう
が助かることは英作文を経験した人なら誰
でもうなずくことである。 
 
２．研究の目的 
 提案研究はこのような「確実に使える」英
作文支援システムの開発を目的としている。
提案システムをより具体的に述べると以下
になる：ユーザが英作文する過程において、
部分的に適切な英語表現（単語、フレーズ、
または節など）が思い浮かばないとき、本来
言い表したい日本語表現をそのまま入力す
るだけで、すなわち、日英混在の入力文から、
適切な英語表現を選択（生成）してくれるよ
うなシステムである。 
 
３．研究の方法 
（１）単語レベルでの英作文支援システムの
開発 ①英語コーパスと Webを対象とした柔
軟で高速な検索システムの作成 ②訳語選
択に用いる最適な文脈の構成方法の考案 
③ステップ①で作成した検索システムを利
用した最適な文脈による訳語選択手法の提
案と評価 ④提案手法のシステム実装 
（２）英作文支援のフレーズレベルへの拡張 
①英語フレーズを訳語候補の組み合わせか
ら生成する手法の開発と評価 ②大規模で
高精度な日英対訳表現の抽出手法の提案と
評価 ③上記ステップで開発した手法で抽
出した対訳表現を利用した用例に基づくフ
レーズレベルでの支援手法の提案と評価 
④提案手法のシステム実装 
 
４．研究成果 
（１）単語レベルでの英作文支援システムを
開発した。 
 開発したシステムではまず、「The no-nuke 
運動 is as active as ever before」のような日
英混在入力文に対し、日本語部分「運動」を

辞書引きし、動詞などの場合は原形を求める

など形態素解析を行い、訳語候補(motion, 
exercise, sport, campaign, movementなど)
を取得する。そして、個々の訳語候補に対し、

訳語候補の前後の文脈情報を用いて検索ク

エリを構成し、高品質コーパス・Web検索を
行い、検索ヒット数を取得する。検索ヒット

数が最も多い訳語候補 (今の例の場合は
movement)をシステムの回答として出力す
る。 
 上記システムの開発において、まず、大規

模で高品質な英語コーパスを収集するとと
もに、その高品質英語コーパスを対象とした、
単語列だけでなく品詞やワイルドカードな
どを用いた柔軟な検索を高速に行えるシス
テムを開発した。また、超大規模な Web デー
タも利用可能にするために Google API を利
用した Webデータの検索プログラムを開発し
た。次に、訳語選択にもっとも重要な検索ク
エリの構成方法（文脈可変手法やルールベー
ス手法など）を考案し、最適な文脈による訳
語選択の手法を提案した。さらに、高品質な
英語コーパスと大規模 Web データの統合利
用手法を提案した。最後に、上記研究成果に
基づき、前述のような日本語単語が混ざって
いる日英混在文を入力とした、日英対訳辞書
と検索エンジンから構成される単語レベル
での英作文支援システムを開発した。開発し
たシステムをプロの日英翻訳者により作成
された評価データを用いて評価した。その結
果、英単語支援（訳語選択）に 80%という高
い正解率が得られ、単語レベルでの英作文支
援の有効性が確認できた。 
（２）英作文支援をフレーズレベルへ拡張
した。  
 フレーズレベルでは“宗教評論 has not 
been established as a discipline in this 
country.”のような日英混在文が入力となる。
入力された混在文中の日本語を特定し，形態
素解析ツール茶筌を用いて分割する。分割し
た単語を辞書引きしその訳語候補を取得す
る。次に訳語候補の組み合わせで検索クエリ
を構成し、クエリの高品質英語コーパスまた
は Web でのヒット回数を調べる。ヒット数
の多いものを英訳として出力する。 
 フレーズレベルでの英作文支援への拡張
にあたって、日本語フレーズを構成する個々
の単語の訳語候補の組み合わせから最適な
英語フレーズを生成する手法を提案し、名詞
句と動詞句を支援できるようにした。名詞句
は、各訳語候補の全通りの組み合わせ」「単
語の間に“of”を入れた全通りの組み合わせ」
「前後の単語を逆にしてその間に“of”を入
れた全通りの組み合わせ」の３通りの組み合
わせである。動詞句は，「各訳語候補の全通
りの組み合わせ」「前後の単語を逆にした全
通りの組み合わせ」の２通りの組み合わせで
ある。 
 フレーズレベルへ拡張したシステム
の評価結果、名詞句の英作文支援が 71%、
動詞句のそれが 67%という正解率が得
られ、その有効性が確認できた。しかし、
英語フレーズは訳語候補の組み合わせのみ
から生成されるため、支援できるフレーズの
範囲が大きく限定されてしまう。また、名詞
句などを不定詞句に英訳するような、異なる
パターンへの英訳も支援できない。さらに、
単語の訳語候補の数が多いためその組み合



わせの数が膨大となり処理時間がかかって
しまう。このような問題を解決するために日
英対訳パターンに基づくアプローチを導入
し、そのパターン辞書を作成するにあたり必
要となる大規模な日英対訳表現を大規模な
日英対訳コーパスから抽出することを次に
述べるように試みた。 
（３）大規模で高精度な日英対訳表現の抽出
手法を提案した。 
 日英対訳表現はたとえば「J: 暗殺されたラ
ビン首相 , E: Prime minister Rabin who 
was assassinated」や「J: 不均衡を縮小する
ため, E: to reduce imbalance」のようなもの
である。日英対訳表現を日英の対訳文から構
成される日英対訳コーパスから抽出する研
究はこれまで多数存在する。しかしそのいず
れも抽出対象となるコーパスがきわめて小
規模であり、計算機マニュアルや科学雑誌と
いったドメイン限定のものであった。また、
抽出できた対訳表現も極めて小規模であり、
抽出精度・再現率も非常に低かった。すなわ
ち、先行研究で提案した抽出手法はいずれも
実用レベルにほど遠かった。それらに対し本
研究はNICTコーパス、JENNADコーパス、
さらにロイター日英記事対応付けコーパス
などさまざまな分野の表現を有する計 28 万
文の大規模なコーパスを収集し、そられから
実用指向で大規模で高精度な対訳表現の抽
出を図った。本研究は、まず、先行研究の提
案手法をベースライン手法とし、対訳表現の
抽出を行った。その結果、約 19 万対の対訳
表現を 0.09の精度で得られた。次に対訳表現
抽出の改良を行い大幅な抽出数の向上と精
度の向上に取り組んだ。まず、より多くの対
訳表現が抽出できるように日英それぞれか
らの単語列の抽出方法に改良を加えた。その
結果、抽出された対訳表現が約 80 万対に激
増し、精度も 0.18まで向上した。次に、単語
列の先頭に「いる」，「こと」，「みたい」など
の文法的にありえない不適切な単語がつく
表現を、日英それぞれの単語列作成時に取り
除けるように人手で作成した規則を導入し
た。その結果、抽出された対訳表現が約 48
万対に低下したが精度が 0.35 まで大幅に上
昇し、結果的に再現率が 0.52から 0.61まで
向上した。さらに，抽出した対訳表現をでき
るだけ正しいものに絞り込めるように対訳
辞書情報を適用した。その結果、計 28 万文
対の日英対訳コーパスに対し、対訳表現約 12
万 5 千個を精度 0.96 で抽出することができ
た。その結果から、改良手法が従来手法に比
べ抽出数と精度の両方において飛躍的に向
上し、実用レベルに達したことが分かった。 
（４）用例に基づくフレーズレベルでの英作
文支援システムを構築した。 
 構築した用例ベースに基づくフレーズレ
ベルでの支援システムでは、（３）で抽出し

た対訳表現を加工して日英対訳パターン辞
書を作成し、作成した日英対訳パターン辞書
の中から入力された混在文の日本語表現と
最も類似した対訳表現を取り出し、その英語
表現を回答として出力する。より具体的には、
入力はこれまで同様、「The President 
tackle 労働組合の構造改革」のような日英
混在文である。このような入力から日本語表
現を取り出し、日英対訳パターン辞書と照合
を行う。照合を効率的に行うために、日英対
訳パターン辞書にある対訳表現は「Nの N」
や「Nを Vため」といったパターンで分類さ
れている。そのため、入力された日本語表現
もまず、「N の N」のようにパターン化され
る。次に、その入力と対訳パターン辞書間の、
パターン照合と日本語表現照合の二段階で
の照合処理が行われる。ただし、同義語や類
義語なども取り扱えるように、照合処理にお
ける類似度計算には日本語シソーラスを用
いている。また、例えば「国民の支持を勝ち
取るため」という日本語表現の入力に対し、
仮に「勝ち取る」という日本語を含む対訳表
現が対訳パターン辞書に存在していないと
すれば、システムは「 to V the people’s 
support (V: 勝ち取る：carry, conquer, gain, 
score, walk, win 訳語候補 6個)」のような、
「勝ち取る」の英訳の代わりにその品詞とす
べての訳語候補を出力する。本システムへの
初歩的な評価によりシステムの有用性と有
効性が確認されている。 
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